


旦且認

摂取方法

分の特徴

1)ヒト脂肪幹細胞培養上清液
ヒト脂肪内の幹細胞（さまざまな細胞に分化できる能力と自己複製能を持つ特殊な細胞）を
培養し、その培養液から幹細胞を取り出して滅菌等の処理を行った上澄み液です。
この上清液には、幹細胞が成長・増殖をする際に放出する成長因子(IGF • TGF-/3 • VEGFな
ど）が豊富に含まれており、各成長因子に期待できる効果は以下の通りです。
IGF:全身の成長を剌激し、体中のほぼすべての細胞（特に骨格筋、軟骨、骨、肝臓、腎臓、
神経、 皮膚、造血系、肺の細胞）に対して成長を促進します。
TGF-/3 :抗炎症・創傷治癒作用などがあリ、肌の細部新生と成長を促進し、シワの改善や傷
の治癒を促します。
VEGF:新しい血管を形成する為に大きな役割を果たします。

2)シロキクラゲ多糖体
白きくらげ（銀耳（ギンジ））から抽出した高い保湿力をもつ天然の植物性多糖体で、肌に
潤いを与えてくれる成分で、抗酸化作用があリます。 呼吸器の強化も期待されるため、虚弱
体質で疲れやすい・息切れがするなどの改善にもなります。 分子量1 0 0万以上の酸性ヘテ
口多糖体でグルクロン酸を豊富に含有しています。

3)イヌリン
菊芋から抽出したイヌリン成分で、糖の吸収を抑制し血糖値の上昇を抑える働きがあリます。
また、多糖体の食物繊維で善玉菌を増やし老廃物の排出を促すため、腸内環境を整える効果
があります。

4) CBD （カンナビジオ ー ル成分）
人間が生活していく上では欠かすことのできない機能（睡眠や食欲、痛み、免疫システムを
含む生体機能）のバランスを整える非常に重要な役割を担うシステムである、エンドカンナ
ビノイド・システムの働きを助け、体内の器官が正常に働くように促すことや炎症箇所など
を本来の状態に戻すこと、身体全体のバランスを取り戻し正しい状態を維持することができ
ます。

サプリメントの摂取目安
1 日あたりの摂取目安は 1 回、もしくは
2回与えてください。 体重 目安量
ドライフ ー ドヘかけても大丈夫です。
効率的な摂取のために は 、
食前又は食後にそのまま祇めさせる
ことをお勧めします。
※高齢等の場合には、朝・タ(2回）程度
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小型

中型

8kg未満 1回1 包

15kg未満

15kg以上 1回2 包

体重 目安量

8kg未満 1回1 包

15kg未満 1 · 2回1~2 包



（じょうせいえき）

脂幹細面槌直上清液
る治療 ,Jライプ・ー

・

ワジ
(Relife One サブリ併用）

佐野忠士獣医学博士監修［

］ ＞＞ヒト脂肪幹細胞培養上清液

ヒト脂肪幹細胞培養上清液という言葉を聞いたことがあるでしょうか？最近は化粧品原料として

も注目されていますね。人間の病院では様々な病気の治療にも使用されています。犬や猫の治療

で 使用している動物病院は全国的にもまだまだ少ないです。この度、酪農学園大学准教授の

佐野先生の指導の下、当院でもヒト脂肪幹細胞培養上清液による治療を始めています。果たして、

どのような有効性が期待できるのでしょうか？ぜひこ覧下さい！

じ
＞＞ヒト脂肪幹細胞培養

上清液とは？
幹細胞（自己複製能力、分化能力、修復能力を持
つ細胞）を培養する際に生じる「上澄み液」のこ
とで、幹細胞から分泌される様々な生理活性物
質が豊冨に含ま れています。これを1本内に投与
することで、「老化で衰え た細胞の活性化」、
「病気の治療」、「健康維持」等に絶大な有効性が

期待できます。

L >＞今後の展望

当院で ヒト脂肪幹細胞培養上清液を使用し
始めて数か用が経過しました 。まだ使用し
た症例は少ないです が、絶大な有効性を感
じています。合後、様々な症例に使用し、飼い
主様愛犬、愛猫に満足して頂ける医療を目
指していきたいと思っています。ヒト脂肪幹
細胞培養上清液による治療に興昧がある方
は気軽に「リライフ ・ ワンJ相談窓口へお問
い合わせ下さい。

＞＞ 期待される上清液の
主な有効性
（動物）（リライフ ・ ワン併用）

痴呆症の改善
抗炎症作用
炎症が起こっている部位の治癒を促進。
疼痛も抑える。
関節痛腰痛•頚部痛などに有効。
以前から後肢を痛が っていた当院の犬に
点滴した ところ、令では全く痛がらず、
ジャンプしています。
創傷治癒作用
損傷した細胞を修復し、早期に傷 を治す。
組織・神経修復作用
内臓、筋肉や末梢神経など、組織が損傷し
た瘍合患部を修復 。損傷した組織の細胞
分裂が活性化され、組錮再生力が向上し、
機能が回復する。肝疾患、皮膚疾患、呼吸
器障害、腎臓機能障害などに有効。
免疫調整作用
免疫機能を正常な状態に調整。アレルギ
ーに有効。
抗酸化作用
体内に発生した活性酸素を取り除き、
細胞の老化やがん化を防ぐ。
膵臓 B 細胞の修復を促進
ィンスリンの分泌機能を改善、糖尿病に
よる炎症を抑制。




